
今週の注目材料＝一部では利下げの期待も～豪中銀理事会

　ビクトリア州での新型コロナウイルス感染拡大の動きが続き、経済の回復に遅れが出

てきている豪州。

　豪中銀は8月の金融政策理事会において、3年物利回り目標を維持するために国債買い

入れ（QE）を再開することを発表。また、この回の議事録において、経済の回復が予想

よりも緩慢であるという認識が示されました。

9月の理事会では、中小企業への融資支援を目的とした豪市中銀行への低金利資金供給

を従来の「最低でも900億豪ドル」という水準から、2000億豪ドルに増額することを発

表しています。

　政策金利については豪州にとって最低水準である0.25％の維持が続いており、3年物政

策金利目標も0.25％での維持が続いています。ただ、ビクトリア州での感染拡大が収ま

らず、厳しいロックダウンが課せられる中、状況は深刻という見方が広がっています。

先月22日には豪中銀のデベル副総裁が、為替介入やマイナス金利導入など、あらゆる選

択肢を精査していると発言。

　今月2日に発表された8月の豪小売売上高がほぼ予想通りとは言え-4.0％と7月の

+3.2％、6月の+2.7％から大きく落ち込み、特にビクトリア州で-12.6％と相当厳しい数

字を記録したことなどもあって、追加緩和への期待感が広がっています。

　そうした中、6日に行われる豪中銀金融政策理事会に注目が集まっています。

市場では年内に政策金利を0.10％に引き下げるという見通しが強まっている状況。今回

いきなり引き下げるという見通しは少数派となっていますが、金利市場などでは引き下

げがあってもおかしくないところまで織り込みが進んでいる様子。

　また、国債利回り目標についても、同様に引き下げるという期待に加え、対象期間をこ

れまでの3年に加え5－10年の長期に広げるのではとの思惑が広がっています。

　今回は据え置きとの見通しが濃厚ですが、その後の声明などで通貨緩和への姿勢を強く

示してくる可能性は十分にありそうで、豪ドルにとっては売り材料として意識されてい

ます。

　その他の注目イベントとしては、FRB関連が目に付きます。

　6日にパウエル議長が全米企業エコノミスト協会年次会合で講演を行うほか、各地区連

銀総裁の講演予定が目白押しとなっています。

　また、7日(日本時間8日午前3時)には9月15日・16日開催の米FOMC(連邦公開市場委員会)

議事要旨が発表されます。

　先月のFOMCでは、8月末にパウエル議長が明らかにした新たな長期的な政策の枠組みが

反映されました。新たな枠組みの下で、これまでの２％というインフレ目標について、

期間平均で2％のインフレ率を達成し、中長期的なインフレ期待が2％でしっかりとどま

り続けるまで、緩和的な金融政策スタンスを維持すると表明されました。8月末に示さ

れたように、目標のオーバーシュートを容認した形です。

　今回の議事録では、新たな枠組みの反映について、どのような話し合いがなされたの

か、また、今回の政策決定については8対2での決定となり、カプラン・ダラス連銀総裁

とカシュカリ・ミネアポリス連銀総裁が反対に回る中で、投票権を持たないその他地区

連銀総裁などの状況も併せて、どのような意見が出てきたのかなどが注目されるところ

となっています。
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　また、イベントではありませんが、2日に新型コロナウイルスの感染が発表されたトラ

ンプ大統領の健康状態と、11月3日に迫る大統領選挙への影響がどのように出てくるか

なども、相場に対する大きな材料として意識されています。　
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